
第２回嬉野市教育委員会議（定例５月） 

平成 29 年 5 月 25 日（木）10:10～11:30 

嬉野市役所 塩田庁舎 3-2､3-3 会議室 

 

１ 開会 

  

２ 会議録署名委員 ○○委員  ○○委員 

 

３ 議題 

（１）報告 

・6 月議会の日程について 

・6 月補正予算について 

（事務局） 

 

 

 

・嬉野っ子みらい夢事業として、吉田出身でスーパーコンピューター京の開発

指揮者である井上愛一郎さんの講演会を嬉野市内全中学生を対象として実施

するための予算をあげています。嬉野市体育館か嬉野中学校体育館での開催を

予定しており、主な予算は塩田中の生徒を送迎するためのバス借り上げ料で

す。 

・児童生徒の活用力研究指定事業は県の事業を利用して吉田小学校、吉田中学

校で活用力を高めるための調査研究を実施するものです。 

・発達障害に関する教職員等の理解啓発･専門性向上事業については文部科学

省に申請をしていたものが今年 3 月に承認され、嬉野小学校と嬉野中学校で実

施することになったものです。 

・樹木剪定は大草野小学校のイチョウの木が大きくなり過ぎているものを剪定

するものです。 

 

・文化･スポーツ振興課 事業予定 

・嬉野市内小中学校全職員研修会について 

（事務局） ・今年度は全職員研修会を 11 月 10 日に開催の吉田小中学校研究発表会に全職

員が参加することで実施したいと思います。児童生徒は 11 月 12 日(日)の教育

の日の分の振替休日とし、職員の休日はまたあらためて振り替える予定です。 

 

・不登校の状況について 

（事務局） 

 

 

・中学校の 4 月が不登校傾向を含めたもので 17 人です。いわゆる不登校であ

る生徒が塩田中 2 人、嬉野中 5 人を含みます。小学校は 5 人です。いずれも 3

日以内の軽度なものです。 



（○○委員） 

 

（事務局） 

 

（○○委員） 

（事務局） 

（委員長） 

 

（○○委員） 

（事務局） 

（○○委員） 

 

（事務局） 

 

（○○委員） 

（○○委員） 

・中学生は 3 年生ですか。あさがおやひまわりでの支援は行っているのでしょ

うか。 

・全員 3 年生です。塩田中の 2 名はあさがお、嬉野中の 2 名はひまわりの支援

対象者ですが、そちらにもなかなか出て来ない状況です。 

・要因としては学習面でしょうか。それとも別のこと。 

・心因的なものです。 

・原因よりもこれからどうするかだと思います。何らかのきっかけを作ってや

ることが大切です。 

・家庭訪問をした時はどのような様子でしょうか。 

・その時によって様々です。ドアも開けない時もあるようです。 

・施設に入って規則正しい生活をさせるなど、何らかの強制措置も必要なので

はないかという気もします。 

・担任やスクールソーシャルワーカーが訪問活動などを行い熱心に取り組んで

いただいているところです。 

・過去の改善した事例を教えてください。 

・妻がそのような仕事をしており、ある子どもに家庭訪問をして家で勉強を教

えていました。だんだん学力が上がり数学は手に負えなくなったので、その後

は公民館に勤務していた私のところに通うようになりました。学力がかなり向

上した時点で学校に戻ることができ、その後は高校へ進学して今ではきちんと

就職もしています。 

 

・いじめの状況について 

（事務局） ・平成 28 年度は小学校での覚知件数が 15 件でその内認知が 7 件、解消に向

け取組中が 1 件です。中学校は覚知 4 件でその内認知が 2 件、2 件とも解消し

ています。いずれも重篤なケースはありませんでした。 

・平成 29 年度は小学校 1 件、中学校 1 件が上がっており、すでに解消してい

るのですが、発生して 3 カ月経過観察をする必要があるため解決に向け取組中

となっております。 

 

・嬉野市内の児童生徒数の推移の見込み 

（事務局） ・児童数について、数年は大きな減少はない見込みです。平成 26 年度生ま

れ以降が少なくはありますが転入などにより変化するものと思われます。平

成 25年度に予想した平成 29年度の小学生の人数は 1359人だったのでほぼ

予想どおりとなっています。しかし当時の中学生の予想人数は 744 人だった

のですが実際と 60 人以上の開きがあります。県立中への流出が 40 人ほどあ

りますのでこのことが大きな要因です。 



 

（２）協議 

・教育施策実施計画について 

（事務局） 

 

 

（委員長） 

（事務局） 

 

（○○委員） 

（事務局） 

・本計画は毎年見直しをして作成しているもので、今年度も 6 月を目途に作

成を予定しています。修正すべき個所を 6 月上旬くらいまでにご連絡くださ

い。 

・社会教育の中の「通学合宿」とは何ですか。 

・市内の小学 4～6 年生の参加希望者を楠風館に宿泊させて、楠風館から各

学校に通学するものです。昨年度は 35 人の参加がありました。 

・訪韓の事業は行先は韓国のどこですか。 

・年度によって違います。昨年度は大草野小から 1 人参加しました。市内か

ら 2 人ほどの参加を予定しています。 

 

・嬉野っ子みらい夢事業について 

（事務局） 

 

（全委員） 

・6 月補正で予算化するものですが、井上愛一郎氏の講演会を 10 月 2 日(月)

に開催します。市内全中学生と教職員、地域住民です。 

・承認 

 

・田澤義鋪に関する出前事業について 

（事務局） 

 

 

（全委員） 

・田澤記念館の会長が嬉野市の名誉市民である平野重徳氏であることもあ

って、館長から嬉野市の小学校で出前講座を開催したいとの依頼があって

おります。 

・承認 

 

・タグラグビーの出前授業（九州電力）について 

（事務局） 

 

 

 

（全委員） 

・タグラグビーは腰につけた紐を相手に取られたることがタックルの代わ

りとして行うものでラグビーのような危険性はかなり低いようです。ボー

ルパスは後ろにしか出来ないのでチームワーク力が養われる競技です。九

州電力よりこの競技の出前授業の開催依頼があっております。 

・承認 

 

・塩田中学校開校 50 周年記念行事について 

（教育長） 

 

 

 

・塩田中学校は来年 50 周年の年にあたり、これまでも 30 周年、40 周年と

10 年ごとに記念行事をされています。しかし、そのような行事は他の学校

では行われておりません。嬉野中が新校舎になるときに「しのぶ会」を作

って旧校舎の見学会をするなどの行事をされたことはありました。このよ



 

 

（○○委員） 

 

（全委員） 

うな状況ですが、教育委員会として塩田中学校だけが記念行事をされるこ

とについて教育委員会としてはどのように対応しましょうか。 

・これまでもやっておられることでもあるし、わざわざ止めさせる理由も

理由はないと思われます。 

・記念行事を開催されることを承認します。 

 

・嬉野幸せまつりの実施について 

（教育長） 

 

 

 

（全委員） 

・地域支え合い推進員より嬉野市の将来像などについて小中学生に意見発

表をしてほしいとの依頼があっています。8 月 27 日の午後の時間帯でリバ

ティで実施されます。学校が始まっている時期ですので教育委員会の承認

があれば塩田地区の小学校に案内をしたいと考えています。 

・承認 

 

（３）その他 

 ・新嘗祭献上米のお田植え式（五町田小） 6 月 4 日（日）9：00～ 

 ・次回教育委員会会議 6 月 30 日（金）10：00～ 

 

４ 閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会議録署名委員 

 

                                         

 

                                         


